
令和８年度 本庄市社会教育委員会議 次第  
 

日時：令和８年８月５日（水）  
     午後３時００分～  
  場所：本庄市役所 大会議室  

 
 
１ 開     会  

２ 委 嘱 状 交 付 

３ あ い さ つ 

４ 委 員 自 己 紹 介 

５ 委員長・副委員長選出  

６ 議     題  

（１）本庄市社会教育事業の現況について資料２ 

 

（２）本庄市文化芸術振興指針の策定について資料８ 

７ そ の 他 

８ 閉     会  
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・本庄市社会教育事業の現況について（資料２）  
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・児玉郡市社会教育委員連合会について（資料４）  
・生涯学習と社会教育の概念整理（資料５）  
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・令和７年度 本庄市公民館の事業記録  
・令和８年度 公民館クラブガイド  
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任期：令和10年7月31日まで

役　職 氏　　　　名
選　　出　　区　　分

（本庄市社会教育委員設置要綱
第2条）

備　　　　考

1 委員 志村 弘人 学校教育の関係者 仁手小学校長

2 委員 手島 守 学校教育の関係者 本庄西中学校長

3 委員 井上 健治 社会教育の関係者 本庄市子ども会育成会連合会顧問

4 委員 木村 寛子 社会教育の関係者 児玉小学校PTA会長

5 委員 明堂 純子 社会教育の関係者 サラ本庄会長

6 委員 大塚 進 社会教育の関係者 本庄市老人クラブ連合会会長

7 委員 岩崎 信裕 社会教育の関係者 本庄市スポーツ協会会長

8 委員 木村 登志男 社会教育の関係者 本庄市青少年育成市民会議副会長

9 委員 芦澤 吉一 家庭教育の向上に資する者 心豊かな子どもの育つふるさとづくりの会会長

10 委員 都丸 幸子 家庭教育の向上に資する者 子育て応援団本庄びすけっと代表

11 委員 田邊 晶子 家庭教育の向上に資する者 NPO法人本庄子育てネット代表

12 委員 山田 康博 識見を有する者 本庄市議会議員

13 委員 内田 英亮 識見を有する者 本庄市議会議員

14 委員 久保田 克巳 識見を有する者 久下塚自治会長

15 委員 田島 正美 識見を有する者 公民館運営審議会委員

16 委員 川上 憲男 識見を有する者 公募委員

17 委員 染井 真 識見を有する者 公募委員

18 委員 織田澤 好美 識見を有する者 公募委員

（敬 称 略）     

本庄市社会教育委員　名簿

資料１

-1-



 

本庄市社会教育事業の現況について 
 
 
１ 生涯学習推進事業に関すること 

（１）本庄市生涯学習推進指針について 

 生涯学習の輪が広がり、より良い生涯学習社会の実現を目指すために、「学び

の環境(人)づくり)」「学びのつながりづくり」「学びの成果を活かす地域づく

り」「次世代育成の支援」「文化芸術活動の支援」の５つを指針とし、市民一人

ひとりが自主的、自発的に学び続けることができる環境を整え、市民の主体的な

学習活動を支援します。 

※第２次本庄市生涯学習推進指針（令和６～１０年度） 
 
 

（２）市民総合大学 

生涯学習による「ひとづくり」と「まちづくり」の原動力となる人材の育成と、

市民一人ひとりが自己を高め、人格を磨き、幸せで豊かな人生を送ることができる

ように市民総合大学を設置し、学びの場を提供しています。 

講座は、全講座必修の月 1 回コースと自由選択コースで、原則として年齢制限を

設けず小学生から高齢者まで受講できる編成となっております。 

また令和６年度より、より一層の講座内容の充実と市民協働による学びを推進す

る目的で、本庄早稲田国際リサーチパークに業務を委託しています。 

 

〇市民総合大学の状況 

①月１回受講コース（全講座必修 講座数：９講座９回） 

②自由選択コース（５つの分野の講座から自由に選択） 

 

年 度 受講申込者数 講 座 数 
（自由選択コースのみ） 

令和５年度 ５３１人 ３３講座 ８３回 

令和６年度 ５４３人 ４３講座 ９９回 

令和７年度 ５５３人 ４３講座 ９５回 

令和８年度 ５８９人 ４９講座 ９４回 
 

 

                                                     

（３）公民館講座の開催 

市内１０箇所の公民館は、市民ニーズを取り込んだ各種講座等やクラブ活動を実

施しています。（令和８年度から共和公民館は休館） 

 

 

（４）中学校開放講座 

本庄市立中学校（全４校）を生涯学習の会場として開放し、市内在住・在勤者を

資料２ 
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対象にした生涯学習講座を開設することで、生涯学習の機会を増やすとともに、学

校と地域社会の連携を推進します。 

 

〇講座の開催状況（令和 8 年 8 月 5 日現在） 

学校名 令和７年度 令和８年度 
計画回数 回数 参加者数 

本庄東中 ３回 ３４人 ３回 

本庄西中 ３回 ４７人 ３回 

本庄南中 ２回 ５１人 ２回 

児玉中 ５回 ４７人 ５回 

計 １３回 １７９人 １３回 
 

 

（５）生涯学習推進大会 

本庄市の生涯学習を推進することを目的に開催します。 

   令和８年度  令和９年３月７日（日）予定 
本庄市市民総合大学閉講式と同時開催予定 

          ・会場：グローバルソフトウェア本庄文化ホール 

（本庄市民文化会館） 

          ・内容：未定 

 

〇令和７年度の実績 

  ・開 催 日：令和８年３月７日（土） 

        本庄市市民総合大学閉講式と同時開催 

    ・会  場：グローバルソフトウェア本庄文化ホール 

(本庄市民文化会館) 

  ・内  容：埼玉県警察音楽隊による音楽鑑賞会 
・入場者数：７１０人 
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２ 青少年教育に関すること 

（１）本庄市青少年育成市民会議 

青少年の健全育成を推進するため、本庄市青少年育成市民会議の活動を助成する

とともに、その事務局として事業を実施しています。 

〇令和８年度の主な事業 

事 業 概 要 

青少年非行防止キャンペ－ン 令和８年７月２６日（土） 

「社会を明るくする運動」本庄市推進委員会

と合同啓発キャンペーン 

【会場】本庄市役所６階 大会議室 

【内容】研修等 

青少年健全育成標語の募集 市内小・中学校で募集 

〇令和７年度実績 

【応募総数】２,９５５点 【入賞】１７点 

青少年の主張発表者の募集 市内中学校から募集（発表者１２人の予定） 

〇令和７年度実績 

【発表者】１２人 

絆・ふれあいポスターコンクールの募集 市内小学校５・６年生を対象 

青少年育成管外研修 

 

令和８年９月に予定 

市内在住または在学の中学生を対象 

〇令和７年度実績 

【申込者数】１８人 

【場  所】・科学技術館 

・気象科学館 

・港区立みなと科学館  

青少年健全育成のつどい 令和８年１２月１９日（土）予定 

【会場】児玉文化会館セルディ ホール 

【内容】・青少年の主張発表会 

    ・表彰式 

青少年の主張発表者表彰 

青少年育成標語入賞者表彰 

絆・ふれあいポスターコンクール入賞者表彰  

青少年育成者等功労表彰 

親子名作映画劇場 令和８年１２月１９日（土）予定 
【会場】児玉文化会館セルディ ホール 
【上映作品】未定 

青少年育成推進員学校訪問 令和９年２月実施予定 

※   の事業は、令和８年度からの新規事業です。 
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青少年非行防止パトロール 

青少年の非行防止を図るため、埼玉県・地域の青少年育成団体・学校・ＰＴＡ・

警察・市が連携し、声かけを本庄地域と児玉地域で実施します。（令和７年度のパ

トロールは駅周辺、商業施設等で見守り活動を実施しました。） 

〇令和７年度の状況 

 実 施 日 パトロール地域 参加者数 

第１回 
令和７年１０月１６日 本庄地域 ３０人 

令和７年１０月３１日 児玉地域 ２０人 

第２回 
令和８年 ２月１６日 本庄地域 ２９人 

令和８年 ２月２６日 児玉地域 １９人 

※これまでの課題として、青少年が集まりやすい場所や時間帯の特定が難しく、

効果が限定的になっていることが挙げられることから、令和８年度は本庄警察

署及び児玉警察署が実施している街頭補導活動との合同実施を検討していま

す。 

 

 

（２）本庄市子ども会育成会連合会 

子どもの健やかな成長を推進するため、本庄市子ども会育成会連合会の活動を助

成するとともに、その事務局として事業を実施します。 

〇令和８年度の主な事業 

事 業 概 要 

子どもみこし巡行 令和８年７月１１日（土） 

【会場】はにぽんプラザ、銀座通り、中山道 

【参加】１１団体  

夏期リーダー研修会 

（カッター訓練、飯盒炊飯等） 

令和８年８月８日（土）～９日（日）予定 

【場所】榛名高原学校 

【参加】小学 4･5･6 年生 ３９人 

モルック大会 令和９年１月２３日（土）予定 

【会場】カミケンシルクドーム 
冬期リーダー研修会 

（スキー） 

令和９年２月６日（土）予定 

【場所】かたしな高原スキー場 

【対象】小学校 4･5･6 年生 

はがき作品展 

 

令和９年２月２８日（日）～３月５日（金）展示予定  

３月６日（土）       表彰式予定 

【会場】本庄ガス ECO はにぽんプラザ 展示ホール  

〇令和７年度の実績  

【応募総数】２,４０７点 
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（３）子ども大学ほんじょう 

子ども大学ほんじょうは、本庄市・美里町・神川町・上里町及び関係機関・団体

が「子ども大学ほんじょう実行委員会」を組織し、包括協定を締結している早稲田

大学と連携しながら開催しています。 
児玉郡市の小学校５・６年生を対象にものごとの原理やしくみを追求する「はて

な学」、地域を知り郷土を愛する心を育てる「ふるさと学」、自分を見つめ人生や

将来について考える「生き方学」の３分野について学びます。学校や家庭では体験

できない活動や講義を実施することで、子どもたちの知的好奇心を刺激します。 

〇令和８年度の状況 
・参 加 者  ５２人（児玉郡市内小学校５・６年生、うち本庄市２９人） 
・実施期間  令和８年６月２８日（日）～１２月１３日（日） 
・講 義 数  全７回 

 
 

〇令和７年度受講生アンケート（一部抜粋）  ※参加者３８人中２７人が回答 
   今年度の子ども大学ほんじょうはどうでしたか？ 

 
 
 

 

子ども大学ほんじょうを知ったキッカケはどれですか？（複数回答可） 

                      
                       
 
 
 
 
 
    面白かった講義はどれですか？（複数回答可） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

満足 １９名 

やや満足 ８名 

やや不満足 ０名 

不満 ０名 

広報 １名 

ホームページ １名 

チラシ １９名 

親・先生に勧められた ５名 

友人に誘われた ３名 

～郷土かるたを通じて、故郷のことを知ろう！ ５名 

～ほんじょうの仕事から学ぼう！ 

119 番の先にいるヒーロー！消防士と学ぶロープワーク 
１８名 

理科実験教室 ～太陽の光で動くモーターを作ろう～ １７名 

～集まれ未来の科学者たち！わくわく科学実験教室！～ １９名 

～本庄の川の環境を考える～ ８名 

ほんじょうの工場から学ぼう！ 

～野菜と自然を守る！畑のひみつ道具マルチ～ 
８名 

ほんじょうの工場から学ぼう！ 

～すてるなんてもったいない！ふしぎな米ぬかの力～ 
１５名 

～まとめと発表の場～ ７名 
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３ 家庭教育に関すること 

（１）親の学習講座 

家庭教育支援事業では、子育てのワンポイントアドバイスやＱ＆Ａを掲載した

「親の学習手引書」を活用した講座を開催しています。主に「家庭教育アドバイザ

ー」の方を中心に設立した「本庄市親の学習推進委員会」により保護者の「親」と

しての力を高める「親の学習」を実施しています。 

  

①親の学習講座の開催 

・小学校ＰＴＡ家庭教育学級 

  ・中学校開放講座 

  ・小学校新入学児童の保護者を対象にした親の学習講座 

  ・保育所、保育園及び幼稚園児の保護者を対象にした親の学習講座 等 

〇令和７年度の実績 

講  座 回数/参加者数 (参考)R6 

小学校ＰＴＡ家庭教育学級及び小学校

新入学児童の保護者を対象にした講座 
17 回/614 人 16 回/626 人 

中学校開放講座 4 回/63 人 2 回/25 人 

保育園・幼稚園児の保護者等を対象にし

た講座 
4 回/59 人 5 回/56 人 

地域講座（公民館講座・市民総合大学） 0 回/0 人 4 回/183 人 

合      計 25 回/736 人 27 回/890 人 

 

②本庄市親の学習研修会開催実績 

【日時】令和７年１１月２６日（水） 

北泉公民館 集会室 

【講師】一般社団法人 彩の国思春期研究所 津久井 美保氏 
      「性教育について知る」 

【対象】親の学習推進委員及び主任児童委員 

 

③本庄市「親の学習手引書」の活用 

  親の学習手引書 

本庄市独自に作成したもので、見やすくわかりやすい内容となるように子育て

のワンポイントアドバイスやＱ＆Ａを掲載しています。 

   手引書は、生涯学習課や公民館で配付するだけではなく、保健センターで実施
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している１０か月健診や市内小学校で行われる就学時健診（又は入学説明会）で

も保護者に配付しています。 

   また、市内小中学校や保育所等で実施している親の学習講座でも当該手引書を

活用しています。 

 

 ④児童センター訪問事業 

   令和６年度より、親の学習推進委員が市内３か所の児童センターを訪問し、来

館者への声掛けや子どもと一緒に遊ぶことを通じて、子どもをもつ保護者の子育

ての心配や悩みに寄り添うほか、必要に応じて保護者にアドバイスを行うなど、

サポートをしています。 

  〇令和７年度の実績 

   【会 場】前原児童センター、日の出児童センター、児玉児童センター 

   【訪問回数】３館×６回（５月・６月・９月・11 月・１月・２月）＝18 回 

 

 

（２）小学校ＰＴＡ家庭教育学級 

本庄市立小学校（全１２校）を会場に子どもの健やかな成長と学校・家庭・地域

の連携を推進するため、父母その他保護者が継続的に学習できる講座を開催してい

ます。 

 

〇講座の開催状況（令和 8 年 8 月 5 日現在） 

学校名 令和７年度 令和８年度 
計画回数 回数 参加者数 

本庄東小 ４回 ２５７人 ２回 

本庄西小 ４回 １４４人 ３回 

藤田小 ４回 ８９人 ４回 

仁手小 ２回 ４４人 ５回 

旭小 ２回 ２３人 ２回 

北泉小 ６回 ２４８人 ３回 

本庄南小 ３回 ５７人 ２回 

中央小 ２回 ３３人 ３回 

児玉小 ５回 ８６人 ３回 

金屋小 ５回 １６２人 ５回 

秋平小 ４回 １０４人 ４回 

共和小 ４回 ９０人 ３回 

計 ４５回 １,３３７人 ３９回 

-8-



 

４ 二十歳の祝い（旧「成人の祝い」）に関すること 

二十歳になる方を皆で祝福するとともに、大人として社会に参加することの自覚

を促すために「二十歳の祝い」を次のとおり開催します。 

〇令和８年度予定 
【主 催】本庄市二十歳の祝い実行委員会（公募）、本庄市、本庄市教育委員会 

【開催日】令和９年１月１０日（日） 
受付 午前１０時００分～ 
開式 午前１１時００分～ 

【会 場】グローバルソフトウェア本庄文化ホール（本庄市民文化会館） 

【対象者】７２９人 ※７月１６日時点 
※令和７年度の実績  対象者６７４人  

参加者５０８人（出席率 ７５．３７％） 

【内 容】式典、アトラクション（抽選会） 
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５ 小学生学習支援事業「学ぼう舎（まなぼうや）」について 

児童に安全な居場所を設け自主学習や体験活動等によって児童の自主性及び創

造性を育むことを目的とし、実施しています。また、異学年での交流や地域住民と

の交流によって、児童の社会性の醸成や地域のつながりの形成を図っています。地

域住民が「みんなの師匠」として活動を支援しています。 

 〇令和８年度の状況（令和 8 年 8 月 5 日時点） 

【開 催 場 所】本庄西公民館/本庄南公民館/仁手公民館/北泉公民館 

児玉中央公民館/児玉公民館  

（６月～翌年２月、月２回、土曜日の午前中実施） 

 【登 録 者 数】小学生１００人   

 【みんなの師匠】４１人登録（中学生ボランティア４人含む。） 

〇令和７年度の登録者数  

小学生     １０２人 

みんなの師匠   ３７人（中学生ボランティア１人含む。） 

〇実施状況（令和 8 年 8 月 5 日現在） 

会場名 令和７年度 令和８年度 
回数 登録者数 予定回数 登録者数 

本庄西公民館 １７回 １７人 １６回 ２０人 
本庄南公民館 １５回 １５人 １７回 １２人 
仁手公民館 １５回 １７人 １６回 ２０人 
北泉公民館 １７回 １８人 １７回 ２１人 

児玉中央公民館 － － １７回 １３人 

児玉公民館 １６回 ２０人 １６回 １４人 

共和公民館 １７回 １５人 － － 
計 ９７回 １０２人 ９９回 １００人 

※休館中の共和公民館の代替として、令和８年度から児玉中央公民館が会場とな

りました。 
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６ 社会教育団体への補助金等交付について 

本庄市の社会教育を発展推進するため、主要な社会教育団体に補助金等を交付し、

その活動を支援します。 

 

 社会教育団体について 

〇本庄市ＰＴＡ連合会 

市立小中学校全校のＰＴＡが連合した組織で、研修事業やボランティア活動等

の交流を通じて会員同士のつながりを築き、地域や学校についての理解を深めて

いる。  

また、学校や教育委員会と連携して、市及び様々な団体が開催する事業に協力

することで、本市の教育の振興と青少年健全育成を推進している。 

 

≪令和７年度の実績≫  

【会員数】４,７７１人（小中学校児童数 ５,１１４人） 

 【活 動】PTA ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会、かるた大会の開催など 

 

〇サラ本庄 

    本庄市婦人会が令和２年度に設立７０周年を迎えたことを契機に、サラ本庄に

名称を変更した。自主性とボランタリーな精神で、会員相互の交流と修養を深め

ながら、男女共同参画の推進、地域福祉、まちづくり、青少年の健全育成、食生

活改善、高齢者支援事業など幅広い分野で地域の活性化と暮らしに関わる課題の

改善に取り組んでいる。 

≪令和７年度の実績≫ 

【会員数】１１０人  

   【活 動】婦人学級開催、市内小学校へ雑巾配布、コミュニティまつりなど 

  

〇本庄市単位子ども会育成会 

地域における子ども達の体験学習、異学年交流の場として、住民活動と密接に

    団   体   名 補助金等額(令和８年度予算額) 

本庄市 PTA 連合会 279,000 円 

サラ本庄 84,000 円 

子ども大学ほんじょう実行委員会   130,000 円 

本庄市子ども会育成会連合会 670,000 円 

本庄市青少年相談員協議会  160,000 円 

本庄市子ども会育成会（単位子ども会） 1,000,000 円 

本庄市青少年育成市民会議 1,150,000 円 

本庄市文化団体連合会 1,164,000 円 
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結びつきながら、各地域の特色を生かして様々な青少年の健全育成のための活動

を行っている。 

≪令和７年度の実績≫ 
【会員数】２,００８人（単位子ども会 ６３団体） 

 【活 動】新入学児童歓迎会、ラジオ体操、資源回収、クリスマス会など 

 

〇本庄市文化団体連合会 

「文化祭委員会」、「広報委員会」及び「研修委員会」で組織され、各委員会が

主体性を持ち、文化祭（作品展示・舞台発表・囲碁の体験等）や研修会の開催、

広報紙「ぶんだんれん」を発行するなど、文化振興や会員相互の親睦を深めるた

めの多岐にわたる活動を行っている。 

≪令和７年度の実績≫ 
【会員数】９６３人（加盟団体 １８団体） 
【活 動】日舞、ダンス、短歌、茶道、書道、民謡、盆栽、写真 

囲碁、将棋、吹奏楽など 
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本庄市市民総合大学について 

１ 経緯 

本庄市市民総合大学（以下、市民総合大学という。）は、平成２２年度の開講以来、令和５年

度まで市職員による直営での企画・運営がされてきました。しかし、時代の移り変わりに伴い、

市民ニーズの複雑化・多様化が進む中、民間の持つ豊富なノウハウや技術、アイデアを最大限活

用することで市民の学びへの意欲や満足度を向上させ、本市の生涯学習の更なる発展を図ること

を目的に令和６年度より公益財団法人本庄早稲田国際リサーチパーク（以下、リサーチパークと

いう。）へ業務を委託しました。 

 

２ 業務委託に伴う成果 

○受講申込者数の増加 

年度 人数（人） 前年比（％） 

令和４年度 563  

令和５年度 531 -5.7 

令和６年度 543 2.3 

令和７年度 553 1.8 

令和８年度 589 6.5 

業務委託は令和６年度から開始していますが、同年度のカリキュラム作成及び受講生募集は生

涯学習課職員が行いました。その後の今年度までの受講者数の推移を見ると、右肩上がりで増加

していることが分かります。 

特に令和８年度の受講者数は、直近の５年間で最も大きい前年比を記録しており、令和４年度

の受講申込者数を上回りました。 

申込者が増加した要因としては、以下の点が挙げられます。 

 

 

 

 

○講師依頼先の新規開拓及び拡大 

・リサーチパークがカリキュラムを作成した令和７年度及び令和８年度講座において、２４の

団体から新たに講師を招きました。特に教育機関（例．日本薬科大学、東京福祉大学、群馬

工業高等専門学校等）との提携が増えています。 

・早稲田大学との関係を活用し、協力講座を積極的に行っています。早稲田大学の教授や博物

館の館長等を講師に招き、委託前よりも専門性が高い講座を受講生に提供しています。 

 

３ 今後の方向性 

  〇直営で企画・運営していた時よりも専門性の高い講座を企画できることから、引続き外部委

託により市民総合大学を推進し、受講申込者数の増加を図ります。 

・委託先が企画した講座が魅力的だったため。 

・令和７年度の講座内容がよかった。満足した。 

・令和７年度途中から電子申請システムを用いた追加募集をするようになった。 
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〇令和８年度から受講生のアンケートに「講座を申し込んだ理由」を追加しました。このこと

により、受講生は講座を申し込む際に何を見て申し込むのか（講座名に惹かれたから、講師

に興味があったから等）を把握し、受講生の興味を引くような講座の企画に努めます。 
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児玉郡市社会教育委員連合会について 

本庄市、美里町、神川町、上里町の社会教育委員が連携する場として、「児玉郡市

社会教育委員連合会」を設立しています。令和８年度は次の事業を実施します。 

 

 ○児玉郡市社会教育委員連合会総会 

・開 催 日  令和８年８月１８日（火） １４時～ 

・会  場  本庄市児玉文化会館セルディ 大会議室 

  

 ○北部地区社会教育関係委員・職員研修会【予定】 

・開 催 日  令和８年１０月２３日（金） １３時１５分～ 

・会  場  オンライン開催（本庄市役所２階 ２０１会議室） 

 

○児玉郡市社会教育委員連合会研修会（令和８年度事務局：上里町） 

・開催時期  令和９年１月～３月予定 

・会  場  未定 

 

〇研修会実績等 

年度 内容 担当市町 備考 

Ｈ29 埼玉ピースミュージアム【埼玉平和資料館】（見学） 本庄市 バス借上 

Ｈ30 八ッ場ダム（見学） 上里町 バス借上 

Ｒ1 第 50 回関東甲信越静社会教育研究大会（会場：川越） 美里町 バス借上 

Ｒ2 
「埼玉県ＨＰ掲載 SDGs の資料印刷物」及び「社会教育委員の

ためのＱ＆Ａ（冊子）」を各委員に配布し研修（自己学習） 
神川町 書面開催 

Ｒ3 
ヤングケアラーについて理解を深める 

埼玉県作成の資料（小冊子など）を配布し研修（自己学習） 
本庄市 書面開催 

Ｒ4 
「地域と学校のつながり」 

市町村支援部生涯学習推進課 主席社会教育主事 安藤氏 
上里町  

Ｒ5 そなエリア東京 防災体験学習施設（見学） 美里町 バス借上 

Ｒ6 
「ｅスポーツ」の内容や期待できる有用性について 

日本薬科大学 薬学部 准教授  長部 誠 氏 
神川町  

Ｒ7 
造幣さいたま博物館（見学） 

能美防災そなーえ 埼玉県防災学習センター（体験・見学） 
本庄市 バス借上 
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生 涯 学 習

教育による学習

家庭教育
による学習 学校教育

による学習

社会教育
による学習

自己学習

生涯学習 と 社会教育 の 概念整理

「教える者」と「学ぶ者」によって行われる行為 ＝「学ぶ者」のみ
による行為

＝「学ぶ者」に着目した（概念）

・読書等の自主学習
・スポーツ活動
・文化活動
・奉仕活動・体験活動
・趣味やレクリエーション
活動における学習 等学校・家庭以外の

広く「社会」において
行われる教育

1

・国、地方公共団体、公民館等が行う講座
・大学、短大等の学校公開講座
・青少年団体が行う青少年教育
・民間教育事業者が行う通信教育、講座
・個人経営ピアノ教室等の個人による教育 等

1

資料５

法令等による 生涯学習 と 社会教育

教育基本法
（社会教育）
第十二条 個人の要望や社会の要請に
こたえ，社会において行われる教育は，
国及び地方公共団体によって奨励され
なければならない。

社会教育法
（社会教育の定義）
第二条 この法律において「社会教育」と
は，学校教育法〜略〜に基づき，学校の教
育課程として行われる教育活動を除き，主
として青少年及び成人に対して行われる組
織的な教育活動（体育及びレクリエーショ
ンの活動を含む。）をいう。

教育基本法
（生涯学習の理念）
第３条 国民一人一人が，自己の人格を
磨き，豊かな人生を送ることができるよ
う，その生涯にわたって，あらゆる機会
に，あらゆる場所において学習すること
ができ，その成果を適切に生かすことの
できる社会の実現が図られなければなら
ない。

生涯学習とは
各個人が行う組織的ではない学習（自

学自習）のみならず，社会教育や学校教
育において行われる多様な学習活動を含
め，国民一人一人がその生涯にわたって
自主的・自発的に行うことを基本とした
学習活動

（平成20年中央教育審議会答申）

社会教育
生涯学習

家庭教育 学校教育 2
2
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社会教育の範囲・対象・内容

【範囲】学校の教育課程として行われる教育活動
を除き

【対象】主として青少年及び成人
【内容】組織的な教育活動

体育及びレクリエーションの活動を含む

社会教育法
（社会教育の定義）
第二条 この法律において「社会教育」とは，学校教育法（昭
和二十二年法律第二十六号）又は就学前の子どもに関する教育，
保育等の総合的な提供の推進に関する法律（平成十八年法律第
七十七号）に基づき，学校の教育課程として行われる教育活動を
除き，主として青少年及び成人に対して行われる組織的な教育活
動（体育及びレクリエーションの活動を含む。）をいう。

スポーツ活動，文化活動，レクリエーション活動，ボランティア活動，
自然体験活動，社会体験活動のほか，社会貢献活動など 3

3

4

＜生涯学習＞
学校教育、社会教育のほか、組織的に行われない個

人的な学習や家庭教育なども含む、社会教育より広い
活動を対象とする。

社会教育が生涯学習に占める位置

◎人が生涯にわたって学び続け、成長し続けることが
でき、学んだ成果を適切に生かすことのできる理想的
な社会が「生涯学習社会」です。その中でも、学習者
の学習意思に基づいて組織的に展開される「社会教
育」は非常に大きな位置を占めています。

4
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5

社会教育法
第四章 社会教育委員
（社会教育委員の設置）
第一五条 都道府県及び市町村に社会教育委員を置く
ことができる。

２ 社会教育委員は，教育委員会が委嘱する。

社会教育委員の設置

5

6

社会教育法
（社会教育委員の職務）
第十七条 社会教育委員は，
社会教育に関し教育委員会
に助言するため，次の職務を行う。

一 社会教育に関する諸計画を立案すること。
二 定時又は臨時に会議を開き，教育委員会の諮問に

応じ，これに対して，意見を述べること。
三 前二号の職務を行うために必要な研究調査を行う

こと。
２ 社会教育委員は，教育委員会の会議に出席して社
会教育に関し意見を述べることができる。

社会教育委員の職務①

6
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7

社会教育法
（社会教育委員の職務）
第十七条
３ 市町村の社会教育委員は，当該市町村の教育委員
会から委嘱を受けた青少年教育に関する特定の事項
について，社会教育関係団体，社会教育指導者その
他関係者に対し，助言と指導を与えることができる。

社会教育委員の職務②

7
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○本庄市社会教育委員設置条例 

平成１８年１月１０日 

条例第８６号 

（設置） 

第１条 社会教育法（昭和２４年法律第２０７号）第１５条第１項の規定に基づ

き、本庄市社会教育委員（以下「委員」という。）を置く。 

（委員の委嘱） 

第２条 委員は、次に掲げる者のうちから本庄市教育委員会（以下「教育委員会」

という。）が委嘱する。 

（１） 学校教育の関係者 

（２） 社会教育の関係者 

（３） 家庭教育の向上に資する活動を行う者 

（４） 識見を有する者 

（委員の定数） 

第３条 委員の定数は、２０人以内とする。 

（委員の任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。 

２ 教育委員会は、任期中において特別な事情があるときは、委員の委嘱を解く

ことができる。 

３ 委員に欠員が生じたときは、補欠委員を委嘱する。 

４ 補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員の職務） 

第５条 委員は、社会教育に関し教育長を経て教育委員会に助言するため、次の

職務を行う。 

（１） 社会教育に関する諸計画を立案すること。 

（２） 定時又は臨時に会議を開き、教育委員会の諮問に応じこれに対して意

見を述べること。 

（３） 前２号の職務を行うために必要な調査研究を行うこと。 

２ 委員は、教育委員会の会議に出席して社会教育に関して意見を述べることが
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できる。 

３ 委員は、教育委員会から委嘱を受けた青少年教育に関する特定の事項につい

て、社会教育関係団体、社会教育指導者その他関係者に対し、助言と指導を与

えることができる。 

（委任） 

第６条 この条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会が別に定める。 

附 則 

この条例は、平成１８年１月１０日から施行する。 
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○本庄市社会教育委員の会議規則 
平成１８年１月１０日 

教育委員会規則第１８号 
（趣旨） 

第１条 本庄市社会教育委員（以下「委員」という。）の会議は、この規則の定め

るところによる。 
（組織及び任期） 

第２条 会議の運営上委員の互選により委員長１人及び副委員長１人を置く。 
２ 委員長は、会務を総理し、会議の議長となる。 
３ 副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代行する。 
４ 委員長及び副委員長の任期は１年とし、再任を妨げない。 

（会議） 
第３条 会議は、必要に応じ、教育長がこれを招集する。 
２ 会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。 
３ 会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは委員長の決す

るところによる。 
（通知） 

第４条 会議に付議すべき事項は、あらかじめ委員に通知するものとする。 
（会議の公開の可否） 

第５条 委員の会議は、公開とする。ただし、公正かつ円滑な議事の運営に支障が

生じると認められる場合であって、出席した委員の３分の２以上の多数で議決し

たときは、非公開とすることができる。 
（会議の開催の事前公表） 

第６条 教育長は、会議が開催される日の７日前までに、次に掲げる事項を市のホ

ームページにより公表するものとする。ただし、会議を緊急に開催する必要が生

じたとき等やむを得ない場合は、この限りでない。 
（１） 開催日時 
（２） 開催場所 
（３） 議題 
（４） 傍聴人の定員及び傍聴の手続 
（５） その他周知が必要な事項 
（会議の傍聴等） 

第７条 会議の公開は、会議の傍聴を希望する者に、当該傍聴を認めることにより

行う。 
２ 委員長は、会議を傍聴する者に会議資料を提供するものとする。ただし、会議

資料が貴重、高額、大量である等提供することが困難であるときは、当該会議資

料を、会議が終了するまでの間、当該会議を行う場所に据え置き、閲覧に供する

ことにより提供に代えることができる。 

資料７ 

-23-



（会議録等の公表） 
第８条 委員長は、会議録を作成し、会議資料とともに議決により非公開とした部

分を除いた上で、市のホームページにより公表するものとする。 
（意見具申） 

第９条 委員が本庄市教育委員会の会議に出席して、社会教育に関して意見を述べ

ようとするときは、その会議の３日前までに意見を述べようとする事項を示して

教育長に通知しなければならない。ただし、急施を要する場合は、この限りでな

い。 
（委員以外の者の出席） 

第１０条 委員長は、必要があると認めたときは、委員以外の者を会議に出席させ、

その説明をさせることができる。 
（庶務） 

第１１条 会議の庶務は、教育委員会生涯学習課において処理する。 
（その他） 

第１２条 この規則に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、教育長

が別に定める。 
 

附 則 
この規則は、平成１８年１月１０日から施行する。 

 
附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 
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